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戸 谷 富 之 (北大触媒研)
国際原子力感関 (I.AD亙.A.)では.いくつかのシ ンポiyクムを主催 して
いますが､その内の一つとして.上記題目についても.隔年に国際シンポi7ク
ムが開かれていますO第一回は. 1960年オース トラ9アのV土e三l_naで､第

















































erlergyの elec七ro工トPhonon interacもionにたいする影響を論 じたもの
(P.L.Srivasもava),振動に伴なう金属電子密度の変化を一般的に論じた
もの (S3''0larld･ereもal.),forceco工ユStanもmOdelでナ トリウムの振









とモ ヅブ チ ンとは,似た分散関係をもつが､V族とⅥ族では.非常に異るこ




, めに.非調和性 ･不純物原子の.中性子の結晶による非L弾性散乱-の影響 ,




が妥当であるという結論 (E&_M) ,impuritya七〇mの質量が重い場 合 ,
例えばCuの中にAuが入った場合.もとの振動数 ,散乱中性子欝 ¢ 半値 巾が､
それぞれ どう変るか (E&Iy,I) ,arlharmorlicityによって振動数 ,半値巾
が,どう変るか (CoWley)等の計算が印象に残 りましたD 実験では･ゲルマニ
ウム ,シリコンに枕素やガ リウムを入れて.n一七ype,p-もypeにしたときの
分散関係 (Dolli亘g)とかダイヤモン ド (Warreneもal.)弟化カル-レクム
































れ､改ネール首相 ,層 シャス トヅ首相の出身地で､~景教的な色彩の強い古都で
とくに.信者の捧浴場としても有名ですoAllahabadの物理教室では.磁性













カルカッタでは､ Ind土anAssociaも土on forもheOulもination of
Scienceと Saha ‡nstitu七eofNuclearPhysics.Calclもtaを訪









は勿論.講義も英語で行はれます?p日本では､ 日本語のテキス トを使い, 日本
語で講義してレてると辛 うと､:みな驚し,_ていましたo イン ドでも近頃 ヒンズT語
が公用語になりt大学a)講義などもヒンズ-語に切 り香えようという動きがあ
るが､ うまくいかないとのこと.ですoL蛇足ですがイン ドの女性は研究室でもサ
リーを着ているので.不便ではないかと愚問を発 したとこと､ ｢そんな ことは
ない､サ iJ-で百米を二十秒で走ることも出来る｣とのことでしたO
堀田善衛の ｢イン ドで考えたこと｣(岩波新書) 石田保昭 ｢イン ドで暮す｣
(岩波新書)を読んで.イン ドに対する或程度の予備知識は持っていたつもり
でしたが.現実に見るイン ドの一般的な貧困は想像に絶するもので､植民地主
義の琴琴をつくづく感じましたO 日本がアL>アについてあまりにも無知であり
欧米一辺倒であるのは.残念なことです｡ もつと日本 もアLyア諸国の科学者と
交流をはかる必要があるように思われました.
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